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南 極域 気水 圏観 測計 画
(POLEX-South)はじま る
田 中 正 之
第20次から第22次までの南構観測の重点項目の一つ と
して,南 極域気水圏観測計画(POLEX-South)が取 り
上げられた,こ の観測計画は.国 際学術連合会議(IC
SU)と世界気象機関(WNO)の 協力の も とに進めら
れている地球大気開発計画(GARP)の重要な副計画の
一つで,北極域での観測計画(POLEX・Nerth)　と合わ
せて極域観測計画(POLEX)　と総称されている.　GA
RPのねらいは,気 象衛星を中核 とする全地球的な観測
網によって大気大循環の実態を明らかにし,これに基づ
いて天気予報の精度向上や予報期間の延長をはか り,ひ
いては気候 とその変動の物理機構に対する理解を深かめ
るということである,この 目的に沿って,大 気大循環の
全体像の把握を目指 した全地球観測計画(FGGE)が,
昨年12月1日から向う一年間にわたって 実 施 されるほ
か,特 に重要な大気大循環の部分機構の解明のために,
極域観測.言十画(POLEX)　と並 んで,熱 帯 観 測 計 画
(GATE),気団変質観測計画(AMTEX),モンスーン
実 験 計 画　(MONEX)などの地域的な観測計画が逐次
実施されている.　POLEXは大気大循 環の 冷 源域を対
象とした観測計画であ り,GATE,　AMTEX,　MONEX
などは熱源域での部分機構の解明を 目指した観測計画で
ある.
GARPの副計画としてのPOLEXの 目的は次のよう
に要約 される.
ω 大気大循環のモデルに,極域における大気一雪氷
一海洋の相互作用や接地逆転層の形成などの諸過程
を正しく組み入れるための基礎研究の推進.
② 気候モデルの確立に必要な海氷の力学的性質の解
明と,これに関連する大気及び海洋の物理過程のパ
ラメタリゼーション.
㈲ 気候変動に対する雪氷(海 氷と陸氷)の 役割に関
する基本的情報の収集.
さらに,　FGGE期間中の観測に対しては
(4)極地気象の強化観測 と気象衛星からのリモー トセ
ンシングに対する地上での較正観測.
など,全地球的な観測網の一環としての任務も与えられ
ている.
我が国においては,こ のようなPOLEXの学問的重要
性 と実施面でのいろいろな問題点とを勘案して,南 極域
及び北極域での観測と極域数値実験を骨子と.する実 施
計画が採択された.北 極 域 で の 観 測計画 としては.
POLEX・Neithの一環 として,1980年冬に,カ ナダ北西
準州イヌピークで,北 極域の降水機構の特性を把握する
ための集中観測が行われる予定である.また,極 域数値
実験 としては,南 極域及び北極域での観測資料,気 象衛
星資料,　FGGE資料などを用いた極域の モデ リングに
関する一連の研究が計画されている.南極域での観測計
画としては,既 に述べたPOLEX本来の目的に沿って大
気大循環や気候の形成における極域の役割を明らかにす
るために,南極域での熱収支の実態とそれに関与する物
理過程に関する総合的な観測が取 り上げられた.
主な研究課題 としては,
(1}放射収支の実態及び雪氷面,雲,飛 雪等の放射特
性.
(2)大気境界層過程と大気一雪氷一海洋の相互作用.
㈲ 極域大気循環 とそれによる熱 ・物質の三次元的輸
送.
(4〕逆転層の構造 と形成機構及び斜面滑降風
などがあげられている.
これらの研究課題に対応して,昭 和基地及びみずほ基
地周辺での地上観測,よ り広範囲の航空機観測,及 び南
極全域にわたる気象衛星からの情報収集が実施される運
びになっている.各次の観測計画の中から特記すべきも
のをあげると次のようである.
第20次:みずほ基地に高さ30mの境界層観測塔を建設し
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乱流による熱輸送及び放射収支の系統 的 観 測 を行 う.
これにょり内陸斜面滑降風地帯で.の大気一雪氷問の熱交
換の詳細が明らかになると共に,極域での境界層過程の
モデリングに関する最も有効な観測資料が得られるであ
ろう.
第21次:みずほ基地で低層ゾンデ観測を行い.逆 転層及
び斜面滑降風の垂直構造とその時間的変動を明らかにす
る.ま た,昭和基地では気象衛星TIROS・Nのデータを
受信 し,南極全域での雲の分布や気温 ・湿度等の.-1次的
分布を得るための解析を開始する.さらに,昭和広地周
辺の海氷域で熱収支の観測を行う.　POLEXの一つの|」1
場である.
第22次:移動観測,無 人観測点での観測,航空機観測
などによる広域観測を実施する,これに気象衛星資料を
加えることにょって,極域大気循環の実態 と役割,特 に
南極域への低気圧の侵入とそれによる熱や水蒸気の輸送
に関する知見が飛躍的に改善さ}tることが期待される.
以上南極域気水圏観測1}i.画の背景と研究内容の概略を
記した.　POLEX・S{]uth　には1也の多くの国 々が参加す
るが,我 が国の研究計画に}よ一際U㌔ンニって"7,][ll的野心を
か り立てるものがあるように思われる・実施面では幾多
の困難があるである うが,各 参加機関の ・致協力に.kっ
てそれらを克服し,所期の成果を上げることを呼びかけ
たい.(筆 者:東 北大学理学部教授)
南極観測隊便 り
一第19次越冬隊の近況一
10月の中旬になって気温も上がb,通 路内側に数か月
がか りで10cm近くも成長した霜 も落ちて,春の訪れが顕
著となった.11月は好天に恵みれ気温は低めであったが
27日には11月としては歴代 最 高の 気温4.6℃を記録1..、
た.第19次隊最後の春の内陸旅行は平沢隊長を リーダー
とし て,箕 岡,西 野,ノ」・池(勝),鈴 木(三),鈴 木(.喜).
金戸,海 老沢 の メ ンバ ー にSM50刷 雪Lllぼ 台 の編 成 で
10月16日に 昭和 基 地 を 出 発,途 中A,点 で 御 祖「]器の 動 作
良 好 な の を チ ェ ッ ク し,19日み ず ほ 基地 に到 着 した,こ
こで 物 資 補給 と基地 滞 在 要 員の 交 代([li山,大久保,黒
葛 原 に 変 え 鈴 木(}s,),金戸,海 老沢)を 行 っ た 後帰 途 に
つ き.2511昭和 鳩地;こ帰 投 した,
昭 和 基 地 にCF,V)　ISとず れ を 知 らせ るの1よ日増11;ftく
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ギン等動物達との再会である.ト ウゾクカモメは10月14
日に初めて姿を見せ,そ の後毎 日のように残飯をあさり
に来ている.また.ペ ンギンは,7～17km～離れたオン
グルカルベンやルンバ島などのル ッカリー(営巣地)に
千羽近 くのアデリーペンギンが帰 ってきて玉子を暖めた
りしており,数年前に標識をっけたペンギンの追跡調査
を兼ねて,写真撮影に行った りするのも隊員達の楽しみ
の一つである.この他大陸沿岸部の露岩地域の医学や生
物の調査も10月入った始まり,これに手助け(?)と し
て同行するのも春の気分の味わえる事です,
12月に入った基地はいよいよ第20次隊受入れ準備が本
格化する:夏期聞に予定されているNHKの 南極からの
テレビ中継に使 うパラボラアンテナの基礎コンクリー ト
打ちやヘ リポートの整備など12月末まで連日のように作●
業が行われる予定である.正 月過ぎに第20次隊を迎えた
後 も隊の物資運搬作業や2月1日 の基地業務引き継 ぎ準
備などあわただしい作業がつづけられる.
一第20次観測隊の 出発一
難20次南極地域観購(吉 田栄夫隊長1まか41名)繰
せた"ふじ"は,11月25日(土)午前11時,秋晴れの東京
港晴海埠頭を離れ,陽 光の中を一路昭和基 地 へ と向っ
た.ふ じは途中オース トラリアのフ リーマ ン トルに寄
港,12月下旬に氷縁に着き,1月 上旬から2月上旬まで
輸送牒 をは じめ,沿 岸におけ翻 欄 査及び地醐 査
等の作業が行われる,
また,越 冬隊32名は第19次隊を引き継 ぎ.今回から始
まる 「地学及び気水圏観測」を重点に,、ノ＼工地震探査,
高層気象観測等が行われる,
なお,ふ じは現在越冬中の第19次隊を収容したあと,
● 魅 ・月・・田 ・継 の予定である・
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一第20次観測隊の家族会開かる一
出髄 目前に燧 臼1月24醐20次繭 地域嚇 の家
族会が永田所長,吉田隊長,山崎副隊長を招 き,霞山
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会館において開催された.今 回の主なプログラムは,所
長,隊 長の挨拶に始まり,「出港当日の説明」「第20次隊
の行動予定」 「寄港地への手紙の出し方」及び 「電報の
打ち方」など留守中の諸連絡に関する説明であった.ま
た,最 後に第18次隊の記録映画 「雲 ・風 ・光」が上映さ
れた.今 回の家族会は例年にな く活発な質疑応答があり
盛会の うちに幕を閉じた.
一南極OB会 開か る一
11月25Hの第20次隊の出発に先立って,恒 例の南極O
B会が11月18日(土)夕刻.半 蔵門にある東条会館で盛大
に行われた.
当日は隊員OB,宗 谷,ふ じ乗組員OB,事 務局OB
及び関係者約140名が参集,長谷川峻氏の乾杯に始まっ
た会は,船 保存の話や,54年・月e・ご予定されている昭
和基地からのNHKテ レビ生中継の計画等が披露され.
OB諸氏は今昔の念を強 く感じているようであった.
古田隊長の隊員紹介には万雷の拍手につつまれて第20
次隊の壮途を祝した.
最新作記録映画 「南極一風 ・雲 ・光」が終った後も,
あちこちに旧交を暖める輪ができて,い つまでも南極の
話に花を咲かせていた.
一第21次観測隊の隊長 ・副隊長決 まる一
南極地域観測統合推進本部総会が11月24日(金),国立
鮪 会館に於て開催 され,来年秋出発予定の第21次観測
隊の隊長 ・副隊長を決定.同 日発表 された.
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木崎甲.F郎
大iE13年9月16日生
(54才)
琉球大学教養部教授
専門分野:地 質学
極地歴
第4次 夏
ソ連基地
オ ー ス トラ リア基 地
副隊.長
かわぐら さあ お
川口 貞男
昭和4年6月10日生
(49才)
国立極地研究所地球物
理学研究.部門助.教授
専門分野:気 象学
極地歴
第2次夏,第3次 越冬
第8次 越冬,第11次夏
(副隊長).第11次越
冬(副 隊長 兼 越 冬[隊
長)米 国基地
極 地 研 ニ ュ ー ス28
第20次南極地域観測隊の出発にあた って
吉 田 栄 夫
第20次隊は.南 極における観測の遂行 と生活の維持に
必要な物資の準備,並 びに隊員の心身の準備を整え,東
京港晴海埠頭から出港の運びとなりました.これら諸準
備は.例 年と変るところはありませんが,第20次隊もま
た,こ れまでのそれぞれの隊と同様,い くつかの点で特
色を有してお ります.私 共はこれらの特色を生かして,
第工9次観測までに築き上げられた伝統 と成果を受け継ぎ
つつ,新 たな一頁を加えるべく全力を傾けたいと念願し
てお ります.
第20次観測では,第19次まで3か年計画で行われた国
際磁気圏観測(IMS)の あとを受けて,南極域気水圏
観測　(POLEX　SOUTH)　と地学観測が,重.点項 目とし
て取 り上げられます.前者は地球の気候変動の問題を解
くことを大 きな目的とする,国 際的な観 測 の 一 環であ
り,後者は南極の地学的な基礎資料収集に力を尽し,学
術面のみならず,将 来の資源問題に対処しうる基礎知識
充実を計ろうとするもので,こ れも国際的に要請されて
いるところであります.い ずれも第20次を初年度として
3か年計画で行われる予定です.気 水圏観測では,内 陸
みずほ基地に高さ30mの観測塔を夏期に建設し,大気下
層 と雪層上部の間の熱収支を測定するとともに,冬 明け
にはさらに内陸に無人観測所を設置しての観測を試みる
ことになっています.地 学部門では,夏 期,沿岸の未調
査露岩地の地質調査や測地観測を実施するとともに,沿
岸近 くの氷床上で予備的な人工地震による地殻構造探査
を行います.越 冬中は内陸やまと山脈からベルジカ山脈
への踏査を行って,地 質調査,重力測定等を行 う予定で
す.第16次についで第3回 目の越冬 となるセスナ機は.
磁気探査や航空写真撮影,ふ く射観測など地学,気 水圏
の観測に活躍するでしょう,
以上の重点項 目のほか,研 究観測では超高層部門で人
工衛星テレメ トリー,　VLF　観測などが行われ.無 人観
測点を含む多点観測も維持されます.2名 の担当者は,
他からの多少の協力はあるとはいえ,大 きな負担を覚悟
しています.環 境科学では環境モニタリングとして,基
地のCO2やNO・ の測定.医学的,生物学的見地から
の汚染の調査のほか,沿 岸や内陸の露岩地で汚染のバ ッ
クグランドを得 るための調査が行われます.
ほぼ同じ方法で休むことなく地味に続けられている定
常観測には,気 象,電離層,地 磁気,自 然地震,潮 汐な
どの観測があります.これらを維持して行 くことは観測
隊の大きな責任であります.夏 隊だけで行われることの
多い測地観測も定常観測の一つですが.第20次隊では越
冬観測 として実施することになりました.こ れまで測量
の行われていない内陸の南やまとヌナタクスの測量や,
将来地学研究に貢献が期待される東オングル島での水準
路線の設置などが行われる予定です.
ふ じ船上では,例 年のとお り定常観測として電波電界
強度測定や.海 洋物理 ・化学 ・生物の観 測が 行われま
す.海 洋生物の調査は研究観測としても行われ,や がて
実施されるべき南大洋の生態系 ・生物資源量解明の一大
国際観測たるバイオマス(BIOMSS;　Biological　[nves.
tigations　of　Marine　Antarctic　Systems　and　Stocks)
の先駆的役割を担 うものと期待 されてお ります.ただ,
POLEX　SOUTHに関連して,オース トラリアから,漂
流自動観測ブイ8個 の暴風圏での投入も依頼 され(この
ブイは人工衛星を用いて海面気圧 と海水温の資料を得よ
うとするものです),さらに後記のNHKが 行 う衛星放
送の試みのため,往 路での観測は縮小 されることになり
ました.そ の代D,帰 路ではふじとして初めて,24時間
の停船観測を実施する予定でおります,
以上の諸観測を遂行するために,第20次隊は夏隊10名
越冬隊32名の総計42名から編成 されてお ります.
第7次 の再開以来,越 冬人員は18名から30名へ とふえ
ましたが.総 数はずっと40名であったものが.将 来への
観測強化の第一歩として越冬2名の増員が実現したので
あります.責務の一層の重 さを感ずる次第です.
なお.第20次隊には13名というこれまでにない多数の
記者団が同行することになりました.こ れは2名 の新聞
者の方のほか,NHKの 記者 ・カメラマン・技術者から
なっており,NHKチ ームは,昭 和基地に可搬型のパラ
ボラアンテナを中心とする地球局を,夏期の前半に建設
し.通信衛星インテルサ ットを用いて,テ レビの生中継
を試みる計画です.勿 論 これにはNHKチ ・・'ム及びふ
じ乗組員の大きな努力が傾けられることにな って いま
すが,可 搬型とはいえ,直fflOmの大パラボラアンテナ
を短い期間に建設し,それが実用電波を出せるように調
整するということは.私 共第20次隊及び現在越冬中の第
19次隊にとっても,容易なことではあ りません.しかし
私共は,こ のような形で南極における科学観測の現況と
成果の一端を多 くの方々に知って頂 くことの意義を理解
し,ま た.こ のことが将来のデータ伝送その他の通信機
能の飛躍的向上につながることを期待して,こ の計画に
協力することに致してお ります.こ の際,前 記の多様な
観測計画の遂行に支障を与えないようにすることは,私
共の責務ではあ りますが,こ れには人の努力だけではな
く,南極では今なお大きな支配力をもつ自然一天の時一
の味方が必要でありましょう.人の和をもってこれを得
たいものであります.
4
第20次.ヒ い う こ とtlttv－に リ ウ ン ド ナ ン パ ー の 隊 次 で あ
る と い ・ラ ニ ヒた:ナで な く,国 内 的 二 も大 き な 転 機 に 三 し
㌧、カ`りく)'.)誉)るとし、う}惑㌧ttt{策く致L..ま『「.」匡ξll;「r:養方を}圭
成 で きi-Eす.::う,初心;こ 立 と'.拮1.)微力 を 尽 す 覚 悟.:.あり
ま す.
c「{渚:地学 研究 部:「`1教ξ受,第20次 観 測 「隊長)
アラスカ大学地球物理研究所
との研究協 力
標 記 研 究 所 の　 Juan　G　・　Rocderer　Fi汗三乏か,日 イt学術
S・':興会 ゾ)f'r{t,あ、.、傷F究員 と1....:来[iしSJi斤,_Jtる11月6日
;こ[・iJ/.E[1王乏.ヒ、吟fジfつヒ」死〃)永ll[戸「.」乏.とグ)[}il－f.1!フス ソ」ヴ.)」ヒ植{
地 域 の 自 然 環 境:のSL,1司研 究 に 関 す る 覚:,1}が交 換.㌻.k　lt.
そ"')i「'1容ば,双 方 の 研 究 者の 短 期(数 日開)及 び 長 期
(数 か..弓)　,Vjilll,アラ.ス カ.1,.ノ)簑!:外観 損1]べ㍗;i.i則}憬・L没書ζ
樗ミ29ソ)テス ト,.∫じ「ifi研Fプピ、汁[山{ゾ}、「く案,ま ど.二.{㌧イ:、.
当 研 究 所 に 関 係 の あ る 我 が 匡1の研 究1者 〃,ア ラ ス カ
(コFンカ レ.ノジ)糸IEトll.f.ltf〈州 べ)米イく.E;こ旅 行.する1:祭.フ
ェニ・㌧ こン ク'J.のア ラ ス カ ノ＼学 の 研 究 機 関 を1{方:汀こわ る 希
E'{f,'.ジ).};.三:研二「1芒;三::昌1ま.ご.」山冠1/:.グ∴二.、・層
(研究 」三1怜楠
デ ー タ処 理 セ ンター よ り
1..使用 状 況
宏)
10月,11JIの計 算1機使 川崎・1閉は 次 の と:ISりて.した.
10月:2:兵工限」・[IIIl1月:150トlfSlil]
2.運 用 に 関 す る お 知it.を
D　 IO月27日 ∴ リ,シ ス テ ム 機 能 が ア ッフ.し 乏 し ノ..二.
生写;こ,　PAuSE　 u・ttンドカ./f・1`加さ,t1.,:メ註 戸}1・hジ、t
.ノを
.途1い.ご・時f'.:二rトす る 機 育巨が りIU.)りま し,セ,
2)文 献 ヅ一 夕ベ ・一.スのiY{　bi{数は,11Nl3[.1に新 ヅ ー
.タ㌧'/　tlll　t/L　.幽,,i'ま1-.'[の『ごL,20,[5.llf'i,.ヒ:竺・.:}『f.、・志
す.
3,利 用 の.f・,J「に つ い て
す で に 発 行 さ れ て ㌧・る 電 「・,i-1.算機 の 利 刀1〃)f・,」],
.
ゾ.一.タベ ー 入 シ 入 テ ム 利 川 のf三りLに ヴ「き 続 き,今
回,一 直 像.辺川 ニ ス テ ム.Fll用の 阿1 ...が発 行.1,.1㌦.ピ
ffJ「書 は,第1♂;'F::概説,第2';'1:;画「象 入1[1力操 「乍
{夫、 第3.L幽;「1:　:　vkiCf{Ufl,t・lltプロ グ:.)人 ワ イ ブ ラ リ 、 第4
章:画 像 解}斤サ.〆 「ンー チ ン の 川 州 法,第5:章:画 像 角!!!
}"〒→」.ブ.レー チ ン,第6「;1/:画 像fi}苧ll〒サ ブ ル ー チ ン メ ツ
.ヒー ジ か ジ.)構成.lt:、}'...一..:おり　,　LdlUtSL..ノ.:.一夕 の 入.ISfi・一:..〉呼F
{fi/一芝.ご.を,f列ξ!ごレ):トi.〔角rc_[事こL..Cし・∫ヒ.;一.
「引 書 を ご 希 望 の 方 は.デ ー タ解 析 資 料 部 門 にIII込
..なド さ ∵・.
第19次隊 月例報告
..:53年9月 ・10月>
91:;.t悪」ぐ突.ジ彰こき,気 温:lt高め に 経1重 し ∴:,10}1{t
lil11.2.》二日 の 少 、'〔い 月 で ち っkが,中;[Jlこ な っ て 気V.1,,111tヒ
か り通 路 の 霜 も 落.ちてflSの訪21.がは ・.)きり と7")1t)・gJ.1:う
;こt,〔つ.1二,9')12[1カ・S/16U:こカ・;ナ.Cゴ!襲.ノ＼観Wl]Nt/　i、Lソ,
lill建を 凌.か.'.二.ノt.'1'1り1り也へ の 旅}1.,10il15日か ら2511;.二
.ン:.}.て'・")A1、・㌧ノ㌧極 と.ノベナ,1)、Lll也ヘ プ)[三長行 も'「匡{調;こ終 ゴ
し ノ.こ.
観 測 報 告
9月6日 無 人観 汲IL`,Ft:　A1を 戸}建.そ の 後 順 調 に 経 過1.
.:'
.・る,ズ`-Pワ 全 人 カ メ ラ ベ・ヒ ス]rtJd.tくごソ)t,lll[「」ん∫華箋
「.
∴1と'ド1.1泉.{f;'
燃 料1肖費 内 訳iiG.f,1・:(
9目1(戸!
「く:分
;1.;費11;:残:i.1:/11:;費:iヒ残;t11:
.、j
11,714486,10111.954・t74,147
il[15,52238,7774.9961t3,781
内 陸}誓 行 川1日:・lllSM50の整 備,第20り こ嫁 星 弦 打.ゾ).':
め の 物 資 を 大 権 ヒの!↓遣 り台;こ 集 荷 し,'1.
ど隻協 力・2ノ.もペコし.ソ)11}「1;tヵ二gjl;こ8.L)kg.10ノ]1こ7.lsky)1
っ11こ.
一5
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南 極 月 別 気 象 資 料(M・nthly　 Cliniatic　Data　fl)r　Japanese　A[1tarctic　Stations)
'P均気 温(Mcan　 temP.)　(°C)
最 高気 温(Max.　temP.)　CC)
最 低 気 温(Mln.　temp.)　℃C)
、ド葺」欠 月:・海[Ai　(Mean　l)ressure,
　　　　　　　　　　　　　　sea　lcvc1)　(nib)
tli'均蒸 気 圧(Mcan　 vaP。ur　prcssure)
(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relatiVC
　　　　　　　　　　　　　　 hUinidity)　(%)
平 均 風 速(Mcan　 wind　s1)eed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 ・1∠均(Max.　 wind　 　 　 　
speed,　10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)
・[・/均雲;11:(Meanskycover)(1/10)
昭 和 基地(Syowa:89532)
g月(SCP.)
一15
,2
一3
.7
一27 .9
980,9
1.6
70
1".3
34.3(28NE)
,11S.6(28NE)
8.0
10J](OCt.)
-1[1.7
4.7
一27 .1
gs6.2
1,7
70
6,7
32.1(23E)
.1L2(23E)
7.5
みずほ基地(MizUhO
g月(Sep.)
-35.8
一18 .0
一48 .7
728.5
11.9
24.5
:89544)
10月(Oct.)
-33.2
一20 .2
一46
.2
732.3
1〔〕.2
24.0
'A・ 噛・°.…　 tt～v　 A、 　 VA"ttt・1tttへ～t,t.tttt.t♂Atttt."・㌦～ ∨ ・・㌧゜,・tttAAtttt・°、 tt∨'tt.tt・t.唱・NVt'.'t・'.'ifA・t・'・脚1・'層～Vt
ll).と考 え ろ れ て い る 磁 ノ」線 の 赤 道[kif・」・近(～3600k.,1'Ill
度).〔は,。 一 。 。,供 「、 1体の 静11、鰍GEOS蜴 ・一 ≡
オ ー ° ラ の 立 体 観 測 。 ラ細 の 剛l」鮒 う川 時 に電 鰍1　[,　SfagでL・#　Hdyの1
鰍 輔 極 、、解 織 やか1こX・S.A.・ ナ ダe・　ISIS-・.　　t,"iiil,-C・fr"if[ljを価.さ;
オ ー 。 ラ粒 パ それ:.関 ら・・t.i'-rコラ 舳 く、涯 弓1J1・-2・ k。一 へ ・ ケ 。 トをi
ミ 達 した1襯 銀 地 劒1勧 翻 。沿 。てf,1-fit-5-〉;性質 を 打 ち ヒ:t'る.また.地ltの 昭秘 馳..'・.Kずほ基 地 鰍1
・h・・,オ ー ・ 剛1].ik:'i・1・.・よ る多 点 剛]汲 ひ ・.f・.・」 ・ ・の ・ イ ・.≡
ラの形や動きの激しい変化等・、物理的酬 につい一c,多 ビ。クでの地1燃 鰍 点観証腋 実 施する.こ 蝋 体酬 」1
蟹.酬 競 一 ・.:・・.オー ・粥 蜥 ら醐 経路内汲 び南北r畔i
6
